
図1● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

業務上の改善・改革すべき問題を意識できているか 

問題の内容もその大きさも

認識している 

60.5％ 

問題の内容は認識してい

るが、その大きさまでは考

えたことがない 

17.9％ 

問題の存在は認識してい

るが、具体的な内容まで落

とし込めていない 

17.0％ 

特に問題は感じていない 

4.7％ 

全体（ｎ=559） 



図2● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

事業が成長していくための施策とその成果 

9.4  

6.8  

71.1  

65.8  

12.8  

21.0  

3.4  

2.7  

3.4  

3.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

【A：全く新しい事業の企画や立

ち上げ】の方が多かった

(N=149) 

【B：既存商品・サービスの改良

や効率的に提供する施策】 

の方が多かった(N=295) 

期待通り 

得られた 

ある程度は 

得られた 

あまり得られ 

なかった 

全く得られ 

なかった 

わからない 無回答 

【A：全く新しい事

業の企画や立ち

上げ】の方が多

かった 

26.7％ 

A とB は同じ程

度だった 

15.0％ 

【B：既存商品・

サービスの改良

や効率的に提供

する施策】 

の方が多かった 

52.8％ 

いずれも取り組

まなかった 

1.8％ 

わからない 

3.8％ 

全体（n=559） 

■図2-1 
事業が成長していくための施策への取り組み方 
（過去5年間） 

■図2-2 
事業が成長していくための施策の成果は期待通りか 
 

※無回答は値ラベル非表示 



図3● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

業務改善・改革の手法に対する重視度 

23.4  

6.4  

15.1  

2.9  

45.7  

30.0  

44.6  

12.2  

25.6  

39.2  

31.9  

24.9  

3.7  

18.0  

6.1  

38.7  

0.6 

5.0 

1.8 

18.2 

0.7  

1.1  

0.2  

2.8  

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

経営者の方針のもと、現場主体で 

議論・検討し、現状を改善・改革していく 

経営者の方針、施策をトップダウンで 

現場に徹底する形で改善・改革していく 

実現性を意識しながら、業務改善・改革の 

目標を達成するように業務を変えていく 

多少無理をしてでも、一気に 

理想的な業務のあり方に変えていく 

非常に 

重視する 

重視する どちらかといえば 

重視する 

どちらかといえば 

重視しない 

重視しない 全く 

重視しない 

無回答 

※業務改善・改革への取り組み経験ありベース（n=543） 

実
行
主
体
 

進
め
方
 

※無回答は値ラベル非表示 



図4● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

業務改善・改革プロジェクトの進ちょく 

8.5  

8.1  

4.7  

3.9  

31.4  

37.4  

21.8  

24.4  

41.4  

37.4  

52.1  

44.9  

11.7  

13.3  

19.9  

22.2  

2.1 

0.9 

0.4 

1.9 

4.5 

2.3 

0.6 

1.9 

0.4 

0.6 

0.6 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

１： 業務改善・改革の立ち上げ 

（関係部署を特定し、目的や目標を設定） 

２： 施策の方向性検討 

（課題の明確化、方向性の設定） 

３： 施策の実行 

（関係者との連携、協力） 

４： 取り組みの評価 

（成果の定期的な把握、結果のフィードバック） 

予定通り 

進んだ 

ほぼ予定 

通り進んだ 

予定通り 

進まなかった 

こともある 

予定通り 

進まなかった 

このステップを 

意識しなかった 

このステップに 

関わっていない 

わからない、 

覚えていない 

無回答 

※過去5年位の間に、業務改善・改革プロジェクトに関わった人ベース（n=532） 

施
策
実
行
前
 

施
策
実
行
以
降
 

※無回答は値ラベル非表示 

本調査では、プロジェクトの工程を①業務改善・改革の立ち上げ、②施策の方向性検討、③施策の実行、④取り組みの評価の
4ステップに分け、①②を施策実行前、③④を施策実行以降としている。 



図5● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

施策実行前、施策実行以降に感じた問題 TOP5 

48.4  

37.0  

35.7  

32.2  

32.0  

0% 20% 40% 60% 

複数部署や組織が横断的に連携し

て取り組むことができない 

立ち上げのためのノウハウ、 

経験が不足している 

立ち上げのための人材が 

十分ではない 

上司（経営層含む）の理解、 

支援が十分ではない 

通常業務のために、課題に取り組む 

時間が十分にとれない 

■ 図5-1 
  施策実行前の2ステップで感じた問題 

※施策実行前の2ステップ経験者ベース（N=516） 

42.9 

42.7 

32.8 

32.6 

32.6 

0% 20% 40% 60% 

施策を実行する人材が 

十分ではない 

複数部署や組織が横断的に連携し

て取り組むことができない 

施策を実行する現場スタッフのやる

気や積極性を引き出せない、 

維持できない 

施策を実行するためのノウハウ、 

経験が不足している 

取り組みを後方支援する部署や 

担当者が必要 

※ 施策実行以降の2ステップ経験者ベース（N=525） 

■図5-2 
 施策実行以降の2ステップで感じた問題 

※降順にソート ※降順にソート 



図6● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

業務改善・改革に取り組む目的を上司が明確に伝えているか 

伝えており、その目的を自

分自身も部下も理解して

いる 

48.4% 

伝えており、その目的

を自分自身は理解し

ているが、部下は理

解できていない 

19.7% 

伝えているが、その目的を

自分自身や部下は理解で

きていない 

5.5% 

明確に伝えることができて

いない（曖昧である） 

21.4% 

伝える努力をしていない 

3.9% 

業務改善・改革を進めるよ

うな状況になったことがな

い 

0.6% 

無回答 

0.6% 

※業務改善・改革への取り組み経験ありベース（n=543） 



図7● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

上司の目的伝達レベル別に見たプロジェクトの進ちょく 

（％） 

  

（n=） 

業務改善・改革プロジェクトの作業工程、4ステップ 
（予定通りに進まなかった計） 

１： 
業務改善・改革
の立ち上げ 

２： 
施策の 

方向性検討 

３： 
施策の 
実行 

４： 
取り組みの 
評価 

全  体 523 52.6 50.5 71.7 67.3 

業務改善・改革を
進める際に、上司
（経営層含む）はそ
の目的について明
確に伝えているか 

明確に伝えており、その目的を自分自身も部下
も理解している 

259 50.6 43.6 64.5 61.4 

明確に伝えており、その目的を自分自身は理解
しているが、部下は理解できていない 

105 57.1 55.2 77.1 73.3 

明確に伝えているが、その目的を自分自身や部
下は理解できていない 

29 58.6 55.2 89.7 89.7 

明確に伝えることができていない（曖昧である） 108 55.6 61.1 80.6 72.2 

※過去5年位の間に、業務改善・改革プロジェクトに関わった人ベース 

全体+5ポイント以上 
全体-5ポイント以上 
（n=30以上の場合） 



図8● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

上司の目的伝達レベル別に見た業務改善・改革の成果 

（％） 

  

（n=） 

過去5年位の間の業務改善・改革への取り組
みについて期待した成果は得られたか 

期待した
成果を 
得た計 

期待した
成果は 
得られ 
ない計 

無回答 
期待通り 
得られた 

ある程
度は得
られた 

あまり 
得られな
かった 

全く 
得られな
かった 

わから 
ない 

全  体 291 6.9  66.0  21.3  2.7  2.4  72.9  24.1  0.7  

業務改善・改革を
進める際に、上司
（経営層含む）はそ
の目的について明
確に伝えているか 

明確に伝えており、その目的を自分自身も部
下も理解している 

143 9.1 72.7 14.0 1.4 1.4 81.8 15.4 1.4 

明確に伝えており、その目的を自分自身は
理解しているが、部下は理解できていない 

56 5.4 67.9 23.2 0.0 3.6 73.2 23.2 0.0 

明確に伝えているが、その目的を自分自身
や部下は理解できていない 

14 0.0 35.7 50.0 0.0 14.3 35.7 50.0 0.0 

明確に伝えることができていない（曖昧であ
る） 

63 4.8 60.3 28.6 4.8 1.6 65.1 33.3 0.0 

※【B：既存商品・サービスの改良や効率的に提供する施策】を行う方が多かったベース 

全体+5ポイント以上 
全体-5ポイント以上 
（n=30以上の場合） 

※「明確に伝えているが、その目的を自分自身や部下は理解できていない」は回答母数（n）が29名以下のため参考値 



図9● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

現場からの提案に対する上司の姿勢／上司の指示に対する部下の姿勢 

※部下を持ち、 業務改善・改革への 
  取り組み経験ありベース（n=466） 

■図9-2 
 上司の指示による業務改善・改革への部下の姿勢 

常に積極的に取り組

もうとする 

13.1% 

できるだけ積極的に

取り組もうとする 

61.6% 

あまり積極的に取り

組まない 

21.7% 

常に消極的である 

2.6% 

わからない 

0.4% 

そういう状況になった

ことがない 

0.2% 

■図9-1 
 現場からの提案に対する上司の姿勢 

理解し、支援しよう

とする 

50.6% 
理解しようとする

が、支援はあまりし

ない（現場任せ） 

37.2% 

理解しようとする姿

勢はないが、支援

はしようとする 

3.3% 

全く理解、支援しよ

うとはしない 

5.3% 
わからない 

1.7% 

そういう状況になっ

たことがない 

1.3% 無回答 

0.6% 

※業務改善・改革への取り組み経験ありベース（n=543） 



図10● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

部下の取り組み姿勢別に見たプロジェクトの進ちょく 

（％） 

  

（n=） 

業務改善・改革プロジェクトの作業工程、4ステップ 
（予定通りに進んだ計） 

１： 
業務改善・改革
の立ち上げ 

２： 
施策の 

方向性検討 

３： 
施策の 
実行 

４： 
取り組みの 
評価 

全  体 523 40.3 45.9 27.0 28.7 

部下の業務改善・
改革に対する姿勢 

常に積極的に取り組もうとする 61 57.4 60.7 45.9 44.3 

できるだけ積極的に取り組もうとする 281 40.2 50.2 28.5 31.3 

あまり積極的に取り組まない 98 33.7 32.7 12.2 17.3 

常に消極的である 12 33.3 33.3 25.0 25.0 

わからない 2 100.0 50.0 50.0 0.0 

部下はいない 67 34.3 35.8 23.9 20.9 

積極的計 342 43.3 52.0 31.6 33.6 

消極的計 110 33.6 32.7 13.6 18.2 

※過去5年位の間に、業務改善・改革プロジェクトに関わった人ベース 

全体+5ポイント以上 
全体-5ポイント以上 
（n=30以上の場合） 

※「常に消極的である」「わからない」は回答母数（n）が29名以下のため参考値 



図11● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

業務改善・改革プロジェクトで、どの部署から支援を得たか（複数回答） 

30.8  

23.1  

29.5  

6.4  

35.0  

4.7  

0% 10% 20% 30% 40% 

経営企画部門 

業務改革部門 

情報システム部門 

その他 

他部門からの支援はない 

（他部門は支援しようとしない） 

他部門からの支援は不要 

（他部門から支援の申し出はあるが、不要のため、断っている） 

※過去5年位の間に、業務改善・改革プロジェクトに関わった人ベース（n=532） 



図12● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

他部門からの支援別に見た業務改善・改革の成果  

（％） 

  

（n=） 

過去5年位の間の業務改善・改革への取り組み
について期待した成果は得られたか 

期待した
成果を 
得た計 

期待した
成果は 
得られ 
ない計 

無回答 

期待通り 
得られた 

ある程度
は得られ
た 

あまり 
得られな
かった 

全く 
得られな
かった 

わから 
ない 

全 体 283 6.7 65.4 21.9 2.8 2.5 72.1 24.7 0.7 

業務改善・改
革に取り組む
際の他部門
からの支援 
（複数回答） 

情報システム部門のみ 34 0.0 88.2 5.9 5.9 0.0 88.2 11.8 0.0 

情報システム部門をはじめ他部門から 41 14.6 75.6 7.3 0.0 0.0 90.2 7.3 2.4 

経営企画部門のみ 33 3.0 69.7 27.3 0.0 0.0 72.7 27.3 0.0 

経営企画部門をはじめ他部門から 42 11.9 69.0 14.3 2.4 0.0 81.0 16.7 2.4 

業務改革部門のみ 36 8.3 61.1 25.0 0.0 2.8 69.4 25.0 2.8 

業務改革部門をはじめ他部門から 27 14.8 74.1 11.1 0.0 0.0 88.9 11.1 0.0 

他部門からの支援はない 
（他部門は支援しようとしない） 

107 5.6 54.2 30.8 4.7 4.7 59.8 35.5 0.0 

全体+5ポイント以上 
全体-5ポイント以上 
（n=30以上の場合） 

※【B：既存商品・サービスの改良や効率的に提供する施策】を行う方が多かったベース 

※「業務改革部門をはじめ他部門から」は回答母数（n）が29名以下のため参考値 



図13● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

必要だと思う 

53.7% 

どちらかといえ

ば必要だと思

う 

35.8% 

どちらかといえ

ば必要だと思

わない 

7.3% 

必要ではない 

2.1% 

無回答 

1.1% 

業務改善・改革におけるIT活用の必要度/活用時の問題 

61.0  

39.8  

35.0  

16.6  

10.1  

4.2  

3.1  

0% 20% 40% 60% 80% 

ITを活用した仕組みができても、 

想定通りに活用されない懸念がある 

予算を確保できない 

業務改善・改革の施策立案時に、ITによって 

できることや、できないことを明確にしにくい 

情報システム部門の協力を得にくい 

ITベンダーが施策の目的を 

十分に理解できない 

その他 

特にない 

※現在、改善・改革すべき問題を意識している人ベース（n=533） ※現在、改善・改革すべき問題を意識している人かつ、 
IT活用が必要だと思う人ベース（n=477） 

■図13-1 
  業務改善・改革を実現するためにIT活用は必要か 

■図13-2 
 業務改善・改革にITを活用する際の問題 
   ※降順でソート 



図14● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

外部支援に対する考え方／外部支援を受けたいとは思わない理由 

ぜひ支援を受けたい 

8.1% 

できれば支援を受け

たい 

47.9% 

支援を受けたいとは

あまり思わない 

37.7% 

支援を受けたい

とは全く思わない 

6.3% 

※外部支援を受けたいとは思わないベース（n=246） 

■図14-2 
  外部支援を受けたいとは思わない理由 

■図14-1 
  外部支援に対する考え方 

※降順にソート 

54.1  

34.6  

30.9  

17.5  

6.5  

24.0  

0% 20% 40% 60% 

費用がかかるから 

前例や成功事例がないから 

社外に業務内容を 

開示する必要があるから 

段取りが面倒だから 

どこに依頼すべきか 

わからないから 

その他 

全体（ｎ=559） 



図15● 

出典：日経ＢＰコンサルティング「業務改善・改革に関する調査」 

調査概要と回答者プロフィール 

 調査主体 

日経ＢＰコンサルティング 
 ※調査企画と分析作業において、日経BPイノベーションICT研究所の協力を得た 

 調査名称 

「業務改善・改革に関する調査」（回答者への掲示は「ビジネス上の課題に関する調査」）  

 対象 

日経BP社のビジネスリーダー向けサイト「日経ビジネス オンライン」の会員かつ、主任以上の有職者 

 調査手法 

インターネット調査  

 調査期間 

2013年11月13日～11月24日 

 有効回収数 

559件 

 回答者属性 

業種  製造：37.4％、流通：13.2％、金融：11.1％、建設・サービス等：38.3％  

勤務先の売上高 300億円未満:14.5％、300～1000億円未満:15.2％、1000億円以上:59.7％、 

   官公庁・公共機関など非営利組織:7.9％、わからない:2.7％ 

回答者の役職 経営者・役員:8.9％、部長・部次長・課長:58.7％、課長代理・係長・主任:32.4％ 


